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３ 環境に関するアンケート結果 

（１）実施概要 

本アンケートは、市民や事業者、団体における「環境への取組」や「今後の市の環境施策に期

待すること」などを把握し、平塚市環境基本計画の改定に反映していくための基礎資料を得るこ

とを目的に実施しました。 

● 環境に関するアンケートの実施概要 

 市 民 事業者 団体 

調査対象 18 歳以上の市内居住者 市内事業所 

環境ファンクラブ登録

団体及び市民活動セン

ター掲載団体 

抽出法 
住民基本台帳による 

層化無作為抽出法 

市民法人税関連データを基

に業種の分布を考慮し抽出

環境ファンクラブ登録

団体及び市民活動セン

ター掲載団体から抽出 

調査方法 郵送配付・郵送回収 

調査期間 平成 27 年 12 月 25日～平成 28年 1月 20 日 

配布数 2,500 件 200 件 30 件 

回収数 899 件 92 件 19 件 

回収率 36.0％ 46.0％ 63.3％ 
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（２）アンケート結果 

① 環境に対する考え 

市民の７割が、「日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼしている」

と認識し、環境教育・環境学習や情報提供の重要性を感じています。 

環境保全の取組を自分の事としてとらえ、行動変革に向けてそれぞれが主体的に取り組むこ

とが必要と考えている人・事業者が多いことがうかがわれます。 

・ 「日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼしている」が市民 70.6％

と最も回答率が高かった。 

・ 市民は、「大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、環境教育や環境学

習が重要である」（46.6％）、「環境にかかわる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供

することが重要である」（45.4％）といった環境教育・環境学習や情報提供についての回答

率が比較的高かった。 

・ 環境保全活動を進めていくうえで重要となる環境教育・環境学習について聞いたところ、学

校での環境教育・環境学習をはじめ、くらしに役立つ講座・イベント、自然・農業体験や自

然の中での遊びなどの回答が多かった。 

●環境に対する考え（３つまで選択）【市民アンケート】 

12.0%

70.6%

42.9%

17.8%

32.1%

46.6%

45.4%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境保全の取組を進めることは、お金の節約につながる

日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼし

ている

大量消費・大量廃棄型の生活様式を改めることは重要である

エコマークのついた商品や再生品など、環境に配慮した製品を選ぶ

ことは重要である

地域の人たちが協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは

地域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、環境

教育や環境学習が重要である

環境にかかわる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供するこ

とが重要である

無回答

（n=899）

日常生活における一人ひとりの行動が、

環境に大きな影響を及ぼしている

エコマークのついた商品や再生品など、

環境に配慮した製品を選ぶことは重要である

地域の人たちが協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは

地域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、

環境教育や環境学習が重要である

環境にかかわる情報を分かりやすく、

効率的・効果的に提供することが重要である
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また、環境教育・環境学習としては、学校での環境教育をはじめ、くらしに役立つ講座・イ

ベント、自然・農業体験や自然の中での遊びを重視しています。 

・ 環境保全活動を進めていくうえで重要となる環境教育・環境学習について聞いたところ、学

校での環境教育・環境学習をはじめ、くらしに役立つ講座・イベント、自然・農業体験や自

然の中での遊びなどの回答が多かった。 

●環境保全活動を進めていくうえで重要となる環境教育・環境学習（３つまで選択）【市民アンケート】

・ 事業者は、「環境保全の取組を進めることは、企業の経営面にもメリットがある」（52.2％）

についての回答率が５割を超えた。 

●環境に対する考え（３つまで選択）【事業所アンケート】

19.8%

41.7%

25.7%

35.5%

43.2%

10.6%

7.7%

46.6%

16.0%

2.0%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然観察の場所や機会の充実

自然に親しみ、自然の中での遊びのできる場所や機会の充実

地元農産物について学んだり、農業体験をしたりできる場所や機会

の充実

省エネ・節電等、暮らしに役立つエネルギーに関する講座やイベン

トの充実

ごみの減量・分別等、暮らしに役立つごみに関する講座やイベント

の充実

社会人向けの環境をテーマにした講座・イベントの充実

事業者向けの環境をテーマにした講座・イベントの充実

学校による環境教育・環境学習の推進

企業による環境教育・環境学習の推進

その他

無回答

（n=899）

地元農産物について学んだり、農業体験をしたりできる

場所や機会の充実

省エネ・節電等、暮らしに役立つエネルギーに

関する講座やイベントの充実

ごみの減量・分別等、暮らしに役立つごみに

関する講座やイベントの充実

52.2%

54.3%

33.7%

38.0%

21.7%

40.2%

39.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境保全の取組を進めることは、企業の経営面にもメリットがある

日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼし

ている

大量消費・大量廃棄型の企業経営や商品の製造を改めることは重要

である

環境に配慮した製品やサービスを選ぶことは重要である

地域の人たちと協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは

地域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、環境

教育や環境学習が重要である

環境にかかわる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供するこ

とが重要である

無回答

（n=92）

日常生活における一人ひとりの行動が、

環境に大きな影響を及ぼしている

地域の人たちと協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは

地域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、

環境教育や環境学習が重要である

環境にかかわる情報を分かりやすく、

効率的・効果的に提供することが重要である

大量消費・大量廃棄型の企業経営や商品の製造を

改めることは重要である
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② 地域での環境保全活動への参加 

市民の 14％は、地域での環境保全活動に参加しており、参加したいという人を合わせると、

全体の７割に上ります。清掃・美化活動や河川・海岸の保全活動、自然保護活動、緑化活動な

ど、さまざまな活動に対し、参加の意向があります。 

環境保全活動を行っている団体は、他の団体や個人と連携している団体が８割を超え、今後

も連携の相手を広げながら、活動を拡大していきたいと考えています。 

・ 「参加している」と回答した市民は 13.8％であった。これに、「機会があれば参加したい」

（32.0％）と「参加したいと思うが、参加できない」（23.8％）を含めると、全体の７割の

人が地域での環境保全活動への参加意向がある。 

・ また、「参加している」と回答した人のうち、84.7％の人が「地域や自宅周辺の清掃・美化

活動」に参加したと回答している。 

・ 一方、「機会があれば参加したい」「参加したいと思うが、参加できない」と回答した人につ

いては、「地域や自宅周辺の清掃・美化活動」（49.0％）をはじめ、「河川や海岸の保全活動」

（37.8％）や「自然や生物の保護活動」（29.9％）、「地域の緑化活動」（28.7％）など、各分

野の活動に参加したいと回答があった。 

●地域での環境保全活動への参加意向【市民アンケート】

・ 環境保全活動を行っている団体に、他の団体や個人と連携して環境保全活動を行っているか

聞いたところ、「行っている」と回答した団体は 82.4％であった。 

・ 「行っている」と回答した団体に連携先を聞いたところ、「市」（78.6％）や「ＮＰＯ＊・任

意団体」（57.1％）、「学校」（50.0％）の回答率が比較的高かった。 

・ また、現在連携して行っている環境保全活動を、「今後も実施したい」又は「拡充したい」

と考えているか聞いたところ、「今後、実施や拡充を行いたい」と回答した団体は 100％で

あった。 

・ すべての団体に、今後、新たに他の団体・個人と連携して環境保全活動を行ったり、環境保

全に関する情報を得たいと考えているか（既に他の団体・個人と連携して実施して環境保全

活動を行っている団体には、新たに別の団体や個人と連携をしていきたいと考えているか）

聞いたところ、「行いたい」と回答した団体は 78.9％であった。 

・ 「行いたい」と回答した団体に連携先を聞いたところ、「市」（66.7％）や「町内会などの地

縁組織」（60.0％）、「学校」（46.7％）、「有識者・専門家」（46.7％）が挙げられた。 

参加している

13.8%

機会があれば

参加したい

32.0%
参加したいと思うが、

参加できない

23.8%

参加したいとは

思わない

14.7%

わからない

13.1%

無回答

2.6%

（n=899）
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③ 家庭・事業所での環境配慮行動 

家庭では、日常生活の中でのマナー・社会ルールのような行動が定着していますが、もう一

歩取り組むことのできる行動や、地域の環境保全活動に自らが参加したり、応援したりする行

動への実施の意向がうかがわれました。 

事業所では、事業所内で常日頃から取り組むことのできる行動が定着しています。再生可能

エネルギー利用やクリーンエネルギー自動車といった設備・機器の導入や、地域の環境保全活

動への参加に対する実施意向がうかがわれました。 

＜実施している行動＞ 

・ 家庭では、「不法投棄は絶対にしない」「資源再生物の分別を徹底し、指定の収集日に出す」

「シャンプーや洗剤は、つめかえ式のものを選ぶ」「油や調理くずを流さない」「海・山・川

ではごみは必ず持ち帰る」など、日常生活でのマナーのような行動については、回答率が９

割を超えた。 

・ 事業所では、「紙の両面使用や再生紙の利用に努める」「分別回収ボックスの設置などにより、

ごみの分別を徹底する」など、いずれも事業所内で常日頃から取り組むことのできる行動の

回答率が９割を超えた。 

＜今後の実施意向＞ 

・ 家庭では、「テレビを見る時間を減らす。消すときは主電源も切る」（19.6％）といった日常

生活の中でもう一歩取り組むことのできる行動のほか、「地域や近所の公園の緑化活動に参

加する」（19.4％）や「自然を知り・親しみ・守るボランティアや行事に参加する」（18.2％）、

「自然を守る活動や緑化活動に募金をする」（18.2％）といった地域の環境保全活動に自ら

が参加したり、応援したりする行動であった。 

・ 事業所では、「太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入を進める」（19.6％）「クリーン

エネルギー自動車の導入や利用を積極的に進める」（16.3％）といった設備・機器の導入の

ほか、「地域で実施している美化活動に積極的に参加する」（15.2％）といった地域の環境保

全活動への参加が挙げられた。 
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● 家庭での環境配慮行動の実施状況・実施意向【市民アンケート】

92.5%

85.0%

87.8%

91.4%

95.7%

11.5%

28.8%

6.0%

62.4%

41.7%

48.2%

15.6%

89.9%

90.3%

45.5%

66.2%

59.1%

61.4%

70.5%

74.2%

93.4%

94.1%

86.2%

89.7%

62.7%

2.0%

4.7%

5.7%

0.3%

0.1%

18.2%

18.2%

8.1%

9.8%

14.2%

14.2%

19.4%

0.6%

3.7%

19.6%

11.2%

17.6%

8.6%

3.6%

10.1%

0.8%

0.6%

4.1%

3.2%

12.6%

0.4%

1.2%

0.4%

0.1%

0.1%

12.9%

9.6%

23.6%

4.0%

10.0%

9.2%

14.6%

0.2%

0.7%

13.1%

6.6%

6.9%

11.1%

2.0%

4.4%

0.7%

0.6%

1.6%

0.6%

6.6%

1.3%

2.9%

1.4%

35.8%

27.8%

34.8%

11.3%

23.4%

18.9%

32.3%

0.1%

1.0%

11.3%

5.8%

7.3%

8.5%

1.4%

5.1%

0.7%

0.4%

1.8%

1.1%

8.6%

1.2%

0.9%

0.6%

5.0%

1.7%

11.3%

7.0%

16.7%

5.6%

5.1%

3.6%

7.3%

5.9%

0.6%

2.2%

4.3%

3.1%

4.9%

16.9%

2.0%

0.7%

1.3%

2.7%

0.9%

3.6%

2.4%

5.3%

4.1%

3.1%

2.4%

10.2%

8.6%

10.8%

6.9%

5.6%

5.9%

10.9%

3.3%

3.8%

8.2%

5.9%

6.0%

5.6%

5.6%

4.1%

3.8%

3.0%

3.7%

4.6%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

油や調理くずを流さない。

洗剤やシャンプーなどは、使いすぎない。

水はこまめに止める。

海・山・川ではごみは必ず持ち帰る。

不法投棄は絶対にしない。

自然を知り・親しみ・守るボランティアや行事に参加する。

自然を守る活動や緑化活動に募金をする。

環境を守るための情報を発信する。

地元の農産物や海産物を購入し、地産地消につとめる。

平塚市が実施している春と秋の「まちぐるみ大清掃」に参加する。

家のまわりの道路や近くの公園の掃除をする

地域や近所の公園の緑化活動に参加する。

最低限のマナーとして、タバコやごみのポイ捨てはしない。

電気はこまめに消す。

テレビを見る時間を減らす。消すときは主電源も切る。

エアコンは省エネ温度（夏28 度、冬20 度）に設定する。定期的にフィル

ターを掃除する。

冷蔵庫は詰め込みすぎないようにする。季節ごとに温度設定を調節する。

自動車の利用を控えて公共交通機関を利用し、近くの場合は自転車や徒

歩にする。

急発進急停止を避けるなど、エコな自動車運転をこころがける。

買い物は余分な包装を省き、買い物袋を持参する。

シャンプーや洗剤は、つめかえ式のものを選ぶ。

資源再生物の分別を徹底し、指定の収集日に出す。

生ごみは水切りを徹底し、可燃ごみの量を減らす。

食べ物を大切にし、食べ残しを減らす。

紙コップ、紙ナプキン、わりばしなどの使いすてのものは使用しない。

（n=899）

実施している 今後実施したい 今後も実施しない

わからない 該当しない 無回答

エアコンは省エネ温度（夏28 度、冬20 度）に設定する。

定期的にフィルターを掃除する。

自動車の利用を控えて公共交通機関を利用し、

近くの場合は自転車や徒歩にする。
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● 事業所での環境配慮行動の実施状況・実施意向【事業所アンケート】

46.7%

67.4%

63.0%

42.4%

38.0%

30.4%

57.6%

75.0%

72.8%

92.4%

10.9%

12.0%

5.4%

9.8%

18.5%

76.1%

91.3%

38.0%

75.0%

77.2%

40.2%

40.2%

43.5%

32.6%

37.0%

38.0%

65.2%

33.7%

22.8%

38.0%

72.8%

14.1%

37.0%

15.2%

6.5%

4.3%

3.3%

12.0%

2.2%

3.3%

12.0%

7.6%

2.2%

19.6%

8.7%

6.5%

3.3%

3.3%

4.3%

2.2%

9.8%

4.3%

5.4%

16.3%

5.4%

4.3%

6.5%

6.5%

15.2%

8.7%

1.1%

2.2%

1.1%

5.4%

4.3%

10.9%

7.6%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

5.4%

8.7%

12.0%

8.7%

6.5%

1.1%

5.4%

2.2%

2.2%

6.5%

22.8%

5.4%

13.0%

8.7%

2.2%

1.1%

1.1%

3.3%

3.3%

8.7%

3.3%

5.4%

12.0%

3.3%

3.3%

10.9%

1.1%

1.1%

3.3%

4.3%

2.2%

34.8%

29.3%

33.7%

21.7%

17.4%

4.3%

2.2%

17.4%

4.3%

3.3%

22.8%

23.9%

3.3%

15.2%

15.2%

29.3%

9.8%

4.3%

6.5%

4.3%

7.6%

20.7%

27.2%

43.5%

32.6%

19.6%

23.9%

30.4%

55.4%

62.0%

37.0%

5.4%

12.0%

2.2%

22.8%

35.9%

39.1%

53.3%

52.2%

10.9%

2.2%

25.0%

13.0%

10.9%

10.9%

5.4%

40.2%

31.5%

30.4%

13.0%

15.2%

57.6%

64.1%

56.5%

9.8%

50.0%

20.7%

26.1%

2.2%

4.3%

5.4%

4.3%

3.3%

3.3%

2.2%

2.2%

4.3%

2.2%

6.5%

5.4%

3.3%

3.3%

2.2%

3.3%

2.2%

4.3%

1.1%

1.1%

3.3%

2.2%

3.3%

1.1%

2.2%

2.2%

2.2%

1.1%

1.1%

2.2%

1.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大気、水質、騒音、振動など、環境に関する法規制等の最新情報を常に

入手し、対応する。

施設、設備の日常点検を徹底する。

施設や設備などを更新するときは、より低公害型のものを導入する。

公害防止のための従業員教育を徹底する。

有害化学物質の使用量削減や管理徹底に努める。

建設工事等では、低騒音・低振動型の建設機械の使用等により、騒音・

振動の軽減に取組む。

近隣住民等からの意見や苦情に対応する仕組みを整備し、誠意をもって

対応する。

オフィスなどで省エネ行動、節水行動を組織化して実践する。

エレベーター、空調設備、ＯＡ機器等のオフィス設備の省エネルギー化を

進める。

紙の両面使用や再生紙の利用に努める。

太陽光発電などの新エネルギーの導入を進める。

石油や都市ガスなどのエネルギー源から、熱や電気など複数のエネル

ギーを合わせて発生させるコージェネレーションの導入に努める。

深夜電力を活用した冷温水利用による水蓄熱システムなどの導入に努め

る。

雨水の利用や工場冷却水の再利用に努める。

工場や事業場の敷地内に透水性舗装や浸透枡、雨水貯留施設などを導

入する。

廃棄物の発生抑制、再資源化に取り組む。

分別回収ボックスの設置などにより、ごみの分別を徹底する。

「ごみ減量化・資源化協力店」に登録し、ごみの減量やリサイクルに取り

組む。

廃棄物管理票（マニフェスト）をもとに廃棄物の適正な処理を確認する。

エコドライブに努める。

クリーンエネルギー自動車の導入や利用を積極的に進める。

従業員の通勤には、公共交通機関や自転車を利用するよう呼びかける。

共同輸送や配送など、物流の合理化・効率化を図る。

工場・事業場の敷地内や建物の壁面・屋上等の緑化を推進する。

道路沿いの緑化や生垣の設置に努め、みどりのつながりを増やす。

地域で実施している美化活動に積極的に参加する。

工場・事業場の周辺の清掃などに積極的に取り組む。

長寿命化、リサイクル、省エネ等を考慮した製品の開発や提供に努める。

再生資源を使用した商品、再生可能な商品、詰め替え商品など環境に配

慮した商品を重点的に販売する。

過剰梱包・過剰包装をやめる。

部品、材料、オフィス用品などは、環境に配慮したものを購入する。

工場見学会の実施や環境報告書の発行等により、積極的に環境情報の

提供を行う。

従業員に対し、計画的に環境教育・研修を実施する。

里山保全活動等の市民活動団体の活動に参加する。

（n=92）

実施している 今後実施したい 今後も実施しない

わからない 該当しない 無回答

大気、水質、騒音、振動など、環境に関する法規制等の

最新情報を常に入手し、対応する。

建設工事等では、低騒音・低振動型の建設機械の使用等により、

騒音・振動の軽減に取組む。

近隣住民等からの意見や苦情に対応する仕組みを整備し、

誠意をもって対応する。

エレベーター、空調設備、ＯＡ機器等のオフィス設備の

省エネルギー化を進める。

石油や都市ガスなどのエネルギー源から、熱や電気など複数のエネル

ギーを合わせて発生させるコージェネレーションの導入に努める。

深夜電力を活用した冷温水利用による水蓄熱システムなどの

導入に努める。

工場や事業場の敷地内に透水性舗装や浸透枡、

雨水貯留施設などを導入する。

「ごみ減量化・資源化協力店」に登録し、

ごみの減量やリサイクルに取り組む。

再生資源を使用した商品、再生可能な商品、詰め替え商品など

環境に配慮した商品を重点的に販売する。

工場見学会の実施や環境報告書の発行等により、

積極的に環境情報の提供を行う。
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④ 再生可能エネルギー・省エネルギー設備・機器の導入 

半数以上の家庭で照明やエアコン、冷蔵・冷凍庫など省エネ型の家電製品の導入が進んでい

ます。事業所では、高効率照明や省エネ型冷蔵・冷凍機、高効率空調機の導入が進んでいます。 

今後は、家電製品やクリーンエネルギー自動車、ＬＥＤ照明の導入普及が見込まれます。 

＜導入している設備・機器＞ 

・ 市民では、「省エネ照明（ＬＥＤ照明など）」（71.4％）や「省エネ性能の高いエアコン」

（56.1％）、「省エネ性能の高い冷蔵・冷凍庫」（52.3％）などが挙げられた。買い替えに合

わせて省エネ型のものを選ぶ機会が多いことがうかがわれる。 

・ 事業者では、「高効率照明（ＬＥＤ照明）」（52.2％）や「省エネ型冷蔵・冷凍機」（33.7％）、

「高効率空調機」（33.7％）が挙げられた。 

＜今後の導入意向の高い設備・機器＞ 

・ 市民では、「省エネ性能の高い冷蔵・冷凍庫」（18.7％）や「クリーンエネルギー自動車」

（13.9％）、「省エネ性能の高いエアコン」（13.6％）が挙げられた。 

・ 事業者では、「高効率照明（ＬＥＤ照明）」（19.6％）や「ノンフロンの空調、冷蔵・冷凍庫」

（18.5％）、「ハイブリッド自動車、クリーンエネルギー自動車、電気自動車等」（14.1％）

が挙げられた。 

●家庭での省エネ・ＣＯ2削減に役立つ機器・設備の導入状況・導入意向【市民アンケート】

71.4%

19.2%

1.8%

56.1%

30.6%

52.3%

6.0%

4.1%

34.9%

2.1%

5.6%

8.3%

12.1%

8.7%

2.6%

13.6%

13.5%

18.7%

7.0%

6.3%

9.2%

6.3%

7.7%

13.9%

8.1%

13.0%

3.2%

9.0%

9.2%

9.5%

7.2%

5.8%

8.6%

6.2%

6.5%

12.9%

2.6%

38.5%

36.9%

7.5%

24.0%

9.0%

47.9%

50.8%

27.5%

51.9%

46.6%

35.6%

1.9%

11.3%

42.9%

7.3%

14.5%

3.8%

22.5%

23.2%

11.7%

22.6%

22.9%

19.8%

3.9%

9.2%

12.6%

6.6%

8.2%

6.8%

9.3%

9.7%

8.1%

10.8%

10.8%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

省エネ照明（ＬＥＤ照明など）

壁面緑化（緑のカーテン）

屋上緑化

省エネ性能の高いエアコン

省エネ性能の高い給湯器（エコジョーズ、エコキュート、エコウィル、エネ

ファーム）

省エネ性能の高い冷蔵・冷凍庫

太陽光利用設備（太陽光発電システム）

太陽熱利用設備（太陽熱温水器）

窓の断熱（断熱シート、断熱ガラス、二重窓など）

ＨＥＭＳ（家庭のエネルギー管理システム）

蓄電システム（リチウムイオン蓄電池など）

クリーンエネルギー自動車（プラグインハイブリッド車、電気自動車、天然

ガス自動車など）

（n=899）

導入している 今後導入したい 検討中

今後も導入予定はない 該当しない 無回答

省エネ性能の高い給湯器

（エコジョーズ、エコキュート、エコウィル、エネファーム）

クリーンエネルギー自動車

（プラグインハイブリッド車、電気自動車、天然ガス自動車など）
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⑤ 平塚市の望ましい環境 

望ましい環境に対する意向を聞いたところ、「清潔できれいなまち」のほか、「騒音、振動、

悪臭などがなく快適な生活環境が確保されている」や「有害化学物質の不安がなく、安全な生

活環境が確保されている」などが重視されています。また、その他の各環境の各分野に対する

回答も多く、多様な意向があることがうかがわれます。 

・ 市民に望ましい環境について聞いたところ、「ポイ捨てや不法投棄がなく、清潔できれいな

まちになっている」（36.6％）や「騒音、振動、悪臭などがなく、快適な生活環境が確保さ

れている」（29.4％）、「有害化学物質の不安がなく、安全な生活環境が確保されている」

（22.4％）などが多く、身近な生活環境の確保に関わる項目が重視されていることがうかが

われた。 

・ 続いて、比較的回答率が高かった項目は、「ごみの減量、リサイクル、リユースが進み、循

環型社会が実現されている」（20.0％）や「川や海などの水がきれいになっている」（18.8％）、

「豊かな自然環境が守られ、生きものと共存している」（17.0％）、「環境教育により、子ど

もの環境問題に対する関心が高まっている」（15.5％）であり、環境の各分野にわたってい

る。 

● 平塚市の環境がどのようになるとよいと思うか（３つまで選択）【市民アンケート】 

12.6%

18.8%

29.4%

22.4%

17.0%

6.9%

7.7%

9.2%

5.8%

9.5%

36.6%

13.5%

6.2%

10.2%

20.0%

13.3%

8.9%

13.0%

5.3%

15.5%

2.8%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空気のきれいなまちになっている

川や海などの水がきれいになっている

騒音、振動、悪臭などがなく、快適な生活環境が確保されている

有害化学物質の不安がなく、安全な生活環境が確保されている

豊かな自然環境が守られ、生きものと共存している

里山が保全・再生され、自然とふれあう場がある

水辺の自然が再生され、水に親しめる場がある

農地が守られ、土とふれあう場がある

みどりのネットワークが広がり、うるおいとやすらぎのあるまちに

なっている

みどりや歴史的資源などと調和した魅力あるまちなみがある

ポイ捨てや不法投棄がなく、清潔できれいなまちになっている

環境共生型の都市整備が進んでいる

節電や省エネが徹底され、環境に配慮したライフスタイルが定着し

ている

再生可能エネルギーや省エネのための技術が普及し、快適な暮らし

ができる

ごみの減量、リサイクル、リユースが進み、循環型社会が実現され

ている

異常気象や熱中症などの気候変動による影響への不安が軽減されて

いる

地球温暖化防止に貢献する都市になっている

市民・事業者など一人ひとりが、環境保全のために主体的に活動し

ている

地域での環境保全活動や環境教育が活発に行われている

環境教育により、子どもの環境問題に対する関心が高まっている

重要と思うものが、上記にない場合は、( )内に記入してください

無回答

（n=899）

みどりのネットワークが広がり、

うるおいとやすらぎのあるまちになっている

節電や省エネが徹底され、

環境に配慮したライフスタイルが定着している

再生可能エネルギーや省エネのための技術が普及し、

快適な暮らしができる

ごみの減量、リサイクル、リユースが進み、

循環型社会が実現されている

異常気象や熱中症などの気候変動による

影響への不安が軽減されている

市民・事業者など一人ひとりが、

環境保全のために主体的に活動している
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⑥ 身近な環境に対する満足度 

身近な環境に対する評価としては、「空気のきれいさ」「有害化学物質の不安がない」「みどり

の豊かさ」に対する満足度が高いです。また、「河川や海などの水のきれいさ」「公共交通の利

用しやすさ」「まちの清潔さ」については、満足度が上昇しています。 

一方、「自転車の利用しやすさ」「歴史・文化の感じられるまち」「まちの清潔さ」は不満と回

答する人が比較的多いです。10 年程前からの変化を聞いたところ、「まちの清潔さ」は良くな

ったと感じる人が多く、「自転車の利用しやすさ」は悪くなったと感じる人が多いです。 

＜現在の環境に対する満足度（市民）＞

・ 満足の回答（「満足」「やや満足」の合計）が多かった項目は、「空気のきれいさ」（77.0％）

や「身の回りでの有害化学物質の不安がない」（74.0％）、「みどりの豊かさ」（70.0％）であ

った。 

・ 不満の回答（「不満」「やや不満」の合計）が多かった項目は、「自転車の利用しやすさ」（44.7％）

や「歴史・文化の感じられるまち」（41.7％）、「まちの清潔さ」（39.5％）であった。 

● 住まいになっている周辺の環境に対する満足度【市民アンケート】

＜10 年程前との比較（市民）＞ 

・ 良くなったと回答した人が多かった項目は、「河川や海などの水のきれいさ」（25.0％）や「公

共交通の利用しやすさ」（17.3％）、「まちの清潔さ」（16.3％）であった。 

・ 一方、悪くなったと回答した人が多かった項目は、「自転車の利用しやすさ」（25.7％）や「み

どりの豊かさ」（20.8％）、「まちの静かさ」（19.0％）であった。 

28.6%

13.7%

22.4%

31.5%

20.6%

19.6%

15.6%

14.3%

19.8%

21.2%

11.7%

7.8%

12.1%

22.6%

14.5%

8.3%

12.2%

48.4%

49.9%

41.9%

42.5%

43.0%

48.3%

49.5%

45.2%

49.4%

48.8%

44.2%

44.8%

44.9%

42.3%

36.4%

48.3%

61.4%

16.9%

24.2%

23.4%

18.6%

24.5%

22.7%

22.9%

27.1%

21.8%

21.9%

30.0%

33.1%

30.5%

22.8%

31.8%

30.9%

20.0%

3.6%

7.7%

8.8%

2.6%

7.8%

4.1%

4.8%

7.0%

3.7%

3.9%

9.0%

8.6%

9.0%

8.8%

12.9%

6.3%

3.0%

2.6%

4.4%

3.6%

4.9%

4.1%

5.3%

7.2%

6.3%

5.3%

4.1%

5.1%

5.7%

3.4%

3.6%

4.4%

6.1%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空気のきれいさ（排気ガス、悪臭がないなど）

河川や海などの水のきれいさ

まちの静かさ（騒音、振動がないなど）

身の回りでの有害化学物質の不安がない

安全・安心して暮らせる生活環境（災害、水害から

の安全性）

自然豊かで生きものが生息・生育できる

里山の自然とのふれあい

親しめる水辺

農業（田畑のある環境や地元農産物）への親しみ

みどりの豊かさ

調和のとれた美しい景観のまちなみ

歴史・文化の感じられるまち

まちの清潔さ（ごみの散乱がないなど）

公共交通（バス、電車）の利用しやすさ

自転車の利用しやすさ

自然環境に配慮したまちづくり

住まい周辺の環境の全般的な評価

（n=899）

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

安全・安心して暮らせる生活環境

（災害、水害からの安全性）
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⑧ 市の環境施策について 

市民、事業者及び団体の環境施策に対する期待を把握しました。 

・ 市民では、「ポイ捨てや落書きの無い、さわやかで清潔なまちづくりの推進」（34.3％）や「幼

稚園・小中学校などにおける環境教育の推進」（27.7％）、「平塚らしい景観のあるまちづく

りの推進」（20.4％）の回答率が比較的高かった。 

・ 事業者では、「低燃費自動車や電気自動車などのクリーンエネルギー自動車導入のための助

成」（55.4％）「環境に配慮した設備改善や再生可能エネルギー導入のための助成」（52.2％）

といった設備・機器の導入のための助成のほか、「環境配慮行動に関するノウハウや情報の

提供」（37.0％）の回答率が比較的高かった。 

・ 団体では、「幼稚園・小中学校などにおける環境教育の推進」（47.4％）や「自然に親しむ機

会の提供」（21.1％）、「川や海の自然環境の再生」（21.1％）、「みどりのネットワークや公園

等の整備」（21.1％）、「平塚らしい景観のあるまちづくりの推進」（21.1％）の回答率が比較

的高かった。また、活動を行っていく上で行政に求めることとして、「活動費などの支援」

（61.1％）や「他団体や企業等との連携支援」（44.4％）の回答率が比較的高かった。 

●環境への取組を進めていくために平塚市に期待する施策（３つまで選択）【市民アンケート】
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幼稚園・小中学校などにおける環境教育の推進

地域における環境教育・環境学習の推進

自然に親しむ機会の提供

地域の歴史や文化の保全・継承

環境に関する情報の提供

地域や事業者の環境保全活動に対する支援

環境に配慮したライフスタイルの啓発

大気環境の保全対策の推進

河川の水質改善の推進

化学物質対策の推進

騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組

里山の保全・再生

川や海の自然環境の再生

農業の活性化

環境に配慮した農業（農薬の抑制など）の推進

みどりのネットワークや公園等の整備

ポイ捨てや落書きの無い、さわやかで清潔なまちづくりの推進

平塚らしい景観のあるまちづくりの推進

環境と共生するまちづくりのモデルとなる都市の形成

道路の改良や公共交通の利用促進

太陽光発電等の新エネルギーの導入促進

くらしや事業活動における環境への配慮の促進

廃棄物の発生抑制・資源化（リデュース・リユース・リサイク

ル）、適正処理の推進

不法投棄防止対策の推進

協働・連携のための体制づくり

国・県・周辺自治体との連携推進

その他

無回答

（n=899）

廃棄物の発生抑制・資源化（リデュース・リユース・リサイクル）、

適正処理の推進


